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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月31日(2019.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉａ）

【化１】

または式（Ｉｂ）
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【化２】

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1

～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択され、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合、－ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ6は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ16は、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシである）
の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、互変異性体、若しくはＮ
－オキシド。
【請求項２】
　式（Ｉａ）
【化３】

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、メチル、イソプロピル、トリフルオロメチル、クロロ、フ
ルオロ、メトキシおよび－ＯＣＦ3から独立に選択され、
Ｘ1は、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｘ2は、結合であり、
Ｗは、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ16は、－ＯＣＦ3または－ＯＣＦ2ＣＦ3である）
である、請求項１に記載の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、
互変異性体、若しくはＮ－オキシド。
【請求項３】
　式（Ｉｂ）

【化４】
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（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1

～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択され、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合、－ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ6は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ16は、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシである）
である、請求項１に記載の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、
互変異性体、若しくはＮ－オキシド。
【請求項４】
　式（Ｉｂ）
【化５】

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、メチル、イソプロピル、トリフルオロメチル、クロロ、フ
ルオロ、メトキシおよび－ＯＣＦ3から独立に選択され、
Ｘ1は、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｘ2は、結合であり、
Ｗは、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ16は、－ＯＣＦ3または－ＯＣＦ2ＣＦ3である）
である、請求項１に記載の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、
互変異性体、若しくはＮ－オキシド。
【請求項５】
　以下から選択される、請求項１に記載の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩
、立体異性体、互変異性体、若しくはＮ－オキシド。
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【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【表１－４】
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【表１－５】

【請求項６】
　活性成分としての少なくとも１種の請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物、また
はその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、互変異性体、若しくはＮ－オキシドと、
少なくとも１種の助剤とを含む殺有害生物組成物。
【請求項７】
　１種以上の他の殺虫性、殺ダニ性、殺線虫性および／または殺真菌性活性剤をさらに含
む、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　有害生物を防除するための方法であって、請求項６または７に記載の組成物を前記有害
生物またはその環境に適用する工程を含むが、ヒトに適用される方法を除くことを特徴と
する、方法。
【請求項９】
　有害生物による攻撃から植物繁殖材料を保護するための方法であって、前記繁殖材料ま
たは前記繁殖材料が植えられる場所を、請求項６または７に記載の組成物で処理する工程
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１０】
　コーティングされた植物繁殖材料であって、前記植物繁殖材料の前記コーティングが、
請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物を含むことを特徴とする、材料。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　以下の化合物：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１４、１６、１９
、２０、２１、２２、２５、２６、２７、２８、３０および３１は、２００ｐｐｍの施用
量で、２つのカテゴリー（死亡率または成長阻害）の少なくとも１つの少なくとも８０％
の効果を示した。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕式（Ｉ）

（式中、
Ａｒ1およびＡｒ2は、フェニル、チエニル、ピリジル、ピリミジニル、ピラジニル、ピリ
ダジニル、フラニル、ピラゾリル、チアゾリル、イミダゾリル、オキサゾリルおよびイソ
オキサゾリルから独立に選択され、前記フェニル、チエニル、ピリジル、ピリミジニル、
ピラジニル、ピリダジニル、フラニル、ピラゾリル、チアゾリル、イミダゾリル、オキサ
ゾリルおよびイソオキサゾリルは、非置換であるか、またはＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6

アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3~8シクロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ3~8ハロシクロアルキル
Ｃ0~6アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、ヘテロシクリルＣ0~6

アルキル、ハロゲン、シアノ、シアノ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、シアノ－Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ

1～Ｃ4アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ
）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、
－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルアミノ、Ｃ2～Ｃ6ジア
ルキルアミノ、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キルアミノ、Ｃ2～Ｃ6アルキルカルボニル、ＣＨＯ、Ｃ2～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ

2～Ｃ6ハロアルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキルアミノカルボニルもしくはＣ1～Ｃ4ジアルキルアミノカルボニルから独立に選択さ
れる１～３個の置換基で置換されており、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合または（ＣＲ4Ｒ5）nであり、
ｎは、１または２であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1およびＲyは、独立に、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、ハロ－Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3

～Ｃ6－シクロアルキルまたはＣ1～Ｃ3－アルコキシであり、
Ｒ6、Ｒ2およびＲ3は、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

－シクロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ3~8ハロシクロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ2～Ｃ6－
アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル
、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ
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）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ2～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ2～Ｃ6アル
キルアミノカルボニル、Ｃ3～Ｃ6ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ2～Ｃ6アルコキシカル
ボニルオキシ、Ｃ2～Ｃ6アルキルアミノカルボニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6ジアルキルアミノカ
ルボニルオキシおよび－Ｃ（＝Ｎ－Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）－Ｃ1～Ｃ4アルキルから独立に
選択され、ただし、Ｒ2およびＲ3が水素と異なるとき、Ｒ2およびＲ3は、非置換であるか
、またはＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロ
アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、
Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（
＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルキ
ルアミノ、Ｃ2～Ｃ6ジアルキルアミノ、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ2～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ2～Ｃ6アルコキシ
カルボニル、Ｃ2～Ｃ6アルキルアミノカルボニルおよびＣ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボ
ニルから独立に選択される１～３個の置換基で置換されており、
Ｒ4およびＲ5は、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シク
ロアルキルおよびＣ1～Ｃ6－アルコキシから独立に選択され、
Ｊは、フェニルまたはヘテロアリールであるか、または
ＪおよびＲYは、それらが付着している炭素原子と一緒に、９～１１員縮合二環式環系を
形成し、前記フェニル、ヘテロアリールまたは９～１１員縮合二環式環系は、非置換であ
るか、またはＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3~8シク
ロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6

ハロアルキニル、Ｃ3~8ハロシクロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3

～Ｃ6シクロアルキル、ヘテロシクリルＣ0~6アルキル、ハロゲン、シアノ、シアノ－Ｃ1

～Ｃ4アルキル、シアノ－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝
ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルアミノ、Ｃ2～Ｃ6ジアルキルアミノ、Ｃ3～
Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ1～Ｃ

6アルキルカルボニル、ＣＨＯ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキ
シカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルアミノカルボ
ニルおよびＣ1～Ｃ4ジアルキルアミノカルボニルから独立に選択される１～３個の置換基
で置換されている）
の化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシ
ド。
〔２〕Ａｒ1およびＡｒ2が、互いに独立に、フェニル、チエニル、ピリジル、ピリミジニ
ル、ピラジニル、ピリダジニル、フラニルであり、前記フェニル、チエニル、ピリジル、
ピリミジニル、ピラジニル、ピリダジニル、フラニルは、非置換であるか、またはＣ1～
Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3~8シクロアルキルＣ0~6ア
ルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ

3~8ハロシクロアルキルＣ0~6アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル
、ヘテロシクリルＣ0~6アルキル、ハロゲン、シアノ、シアノ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、シア
ノ－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～
Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6アルキルアミノ、Ｃ2～Ｃ6ジアルキルアミノ、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミ
ノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルアミノ、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル、
ＣＨＯ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6

アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルアミノカルボニルもしくはＣ1～Ｃ4ジ
アルキルアミノカルボニルから独立に選択される１～３個の置換基で置換されている、前
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記〔１〕に記載の化合物。
〔３〕Ａｒ1が、フェニルであって、当該フェニルが、非置換であるか、またはＣ1～Ｃ6

アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～
Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3～Ｃ6シク
ロアルキル、ヘテロシクリルＣ0~6アルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アル
コキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アル
キル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、１2

～Ｃ6アルキルカルボニル、ＣＨＯ、Ｃ2～Ｃ6アルコキシカルボニルおよびＣ2～Ｃ6ハロ
アルコキシカルボニルから独立に選択される１～３個の置換基で置換されている、前記〔
１〕または〔２〕に記載の化合物。
〔４〕式（Ｉ）

（式中、
Ａｒ1は、フェニルであって、当該フェニルが、非置換であるか、またはＣ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ

1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルコキシ、ハロゲン、
Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択される１～３個の置換
基で置換されており、
Ａｒ2は、フェニルであって、当該フェニルが、非置換であるか、またはＣ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキ
ル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルコキシおよび－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキルから独立に選択される１～３個の置換基で置換
されており、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合、－ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ2は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ1～Ｃ6ハロアルキルから選択され、
Ｒ3は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ1～Ｃ6ハロアルキルから選択され、
Ｒ6は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｊは、Ｊ1’、Ｊ2’、Ｊ3’、Ｊ9およびＪ11：

（式中、ｎは、０、１または２であり、かつＲ20は、水素、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル
およびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択される）
から選択される基であり、
Ｒyは、Ｃ1～Ｃ6アルキルであるか、または
ＪおよびＲYは、それらが付着している炭素原子と一緒に、式
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の二環式環を形成し、
ｑは、１または２であり、
Ｒ16およびＲ17は、水素、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキルおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシか
ら独立に選択される）
である、前記〔１〕～〔３〕のいずれか一項に記載の化合物、またはその農芸化学的に許
容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔５〕式（Ｉａ）

または式（Ｉｂ）

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1

～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択され、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合、－ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ6は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ16は、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシである）
である、前記〔１〕～〔４〕のいずれか一項に記載の化合物、またはその農芸化学的に許
容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔６〕式（Ｉａ）

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、メチル、イソプロピル、トリフルオロメチル、クロロ、フ
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ルオロ、メトキシおよび－ＯＣＦ3から独立に選択され、
Ｘ1は、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｘ2は、結合であり、
Ｗは、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ16は、－ＯＣＦ3または－ＯＣＦ2ＣＦ3である）
である、前記〔１〕～〔５〕のいずれか一項に記載の化合物、またはその農芸化学的に許
容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔７〕式（Ｉｂ）

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1

～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立に選択され、
Ｘ1は、ＯまたはＮＲ6であり、
Ｘ2は、結合、－ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－であり、
Ｗは、ＯまたはＮＲ2であり、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ6は、水素またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ16は、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシである）
である、前記〔１〕～〔５〕のいずれか一項に記載の化合物、またはその農芸化学的に許
容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔８〕式（Ｉｂ）

（式中、
Ｒa、ＲbおよびＲcは、水素、メチル、イソプロピル、トリフルオロメチル、クロロ、フ
ルオロ、メトキシおよび－ＯＣＦ3から独立に選択され、
Ｘ1は、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｘ2は、結合であり、
Ｗは、Ｏ、ＮＨおよびＮＣＨ3から選択され、
Ｙは、酸素または硫黄であり、
Ｒ1は、水素またはメチルであり、
Ｒ16は、－ＯＣＦ3または－ＯＣＦ2ＣＦ3である）
である、前記〔１〕～〔５〕のいずれか一項に記載の化合物、またはその農芸化学的に許
容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔９〕以下から選択される、前記〔１〕に記載の化合物、またはその農芸化学的に許容で
きる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
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〔１０〕活性成分としての少なくとも１種の前記〔１〕～〔９〕のいずれか一項に記載の
化合物、またはその農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド
と、少なくとも１種の助剤とを含む殺有害生物組成物。
〔１１〕１種以上の他の殺虫性、殺ダニ性、殺線虫性および／または殺真菌性活性剤をさ
らに含む、前記〔１０〕に記載の組成物。
〔１２〕有害生物を防除するための方法であって、前記〔１０〕または〔１１〕に記載の
組成物を前記有害生物またはその環境に適用する工程を含むが、手術または治療によるヒ
トまたは動物の身体の処置のための方法および前記ヒトまたは動物の身体において実施さ
れる診断方法を除くことを特徴とする、方法。
〔１３〕有害生物による攻撃から植物繁殖材料を保護するための方法であって、前記繁殖
材料または前記繁殖材料が植えられる場所を、前記〔１０〕または〔１１〕に記載の組成
物で処理する工程を含むことを特徴とする、方法。
〔１４〕コーティングされた植物繁殖材料であって、前記植物繁殖材料の前記コーティン
グが、前記〔１〕～〔９〕のいずれか一項に記載の化合物を含むことを特徴とする、材料
。
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